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登録リスト（該当：12件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 火の元注意]	火の元注意	当時の人々にとって火という存在は生活に必要不可欠なもので、うまく利用していました。しかし家などは木で造られ、燃えやすい環境で暮らしていたの事実です。もちろん火事も起こっていたでしょう。この記事はそんなことに警鐘を鳴らしている記事です。

また個人的には四月が一番火事が多いということがなぜなのか気になりました。

現在とさほど火事の原因に差はないことも分かりました。

当時の人々は火事をどうやって消火していたか気になります。

▼この記事は以下から参照できます。
#1260 『西塩田公報』第4号(大正25年12月1日)166頁	2023-12-13
	2	[image: 面白い話]	面白い話	火事が起きた際に知らせる半鐘を火事が起こっていない状態で鳴らすと実際に火事が起きるというなんともおかしな話から始まる。これは俗な者たちが世間についてろくでもない演説をすると世間がそれを鵜呑みにして騒がしくなるという例えだと自分は解釈した。正直、これを読んで面白いとは思えなかったが、昔から政治については物議を醸す論争が起こっていたことはここから伺える。

▼この記事は以下から参照できます。
#277 『西塩田時報』第63号(1929年2月1日)3頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0277.jpg	2023-12-11
	3	[image: 常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで]	常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで	昭和４０年
１　　　新年の賀詞交換を行う。（以後毎年実施している。）
３　　　太郎山に山火事が発生して４時間余り燃え続け自治会館が消防詰所となり、炊き出しをする。
８　　　台風のため町内にも被害が発生する。
昭和４１年
３　　　町内道路舗装促進の陳情書を市に提出する。
３　　　郵便ポスト設置実現の陳情書を上田郵便局へ提出する。
６　　　急行バスの生塚停車実現の陳情書を川中島バス会社へ提出する。
１２　　社会部と西小PTA支部共催で「ママポリスさんと語る夕べ」が開かれる。
１２　　道路簡易舗装第１期工事１８０mが団地入り口から始まる。
昭和４２年
２　　　山火事が発生し、３時間余り燃え続ける。
３　　　町内下水路改装（１００万円）がしゅん工する。
４　　　米寿会（初期は老人クラブと称した）	2023-08-09
	4	[image: 巴蓋]	巴蓋	この瓦の写真は「巴蓋」という種類で獅子や菊の装飾をすることが多いとされているそうです。しかし、現在の新しい家にはそのような装飾を見たことがないので珍しいものだと感じました。この瓦は水が装飾されていると思うので家を火事から守るという願いが込められていると思います。	2023-05-10
	5	[image: 火の用心]	火の用心	他の災害と比較して火事は我々の意識で防ぐことができあるという内容をユーモアを交えて訴えかけた記事です。
地震雷火事親父という今でも耳にする言葉を用いられていて、当時から親父の部分に疑問を持つような書き方がされていて、そのうえ火事への注意喚起は真面目に訴えかけている点が面白いと感じました。

#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0957.jpg	2022-12-21
	6	[image: 常田館製糸場見学3]	常田館製糸場見学3	五回鉄筋繭倉庫の1、2階を見学させて頂きました。現在は展示会場となっていましたが、建物はそのままなので、階段の急さに驚きました。また防火が重視された造りになっており、火事などが起きても建物が焼失しないよう工夫されているのだと感じました。
様々な作品や切り繭などを見ることができました。蚕や蛹をかじってしまう鼠を駆除する目的で猫が飼われたり、祈願されたりしていたということも初めて知りました。	2022-11-26
	7	[image: 丸山邸]	丸山邸	諏訪部という地域の矢出沢川沿いには丸山邸という石垣造りの立派な邸宅があります。この石垣はもともと上田城から運んできたらしいです。実は10年前くらいに丸山邸は火事で屋根が落ちていたりもするんですが、そんなことを微塵も感じさせないほど繁盛してます。今は邸宅内の蔵を改造して映画鑑賞ができたり、お洒落な観葉植物を販売していたり。時間の都合上カフェの写真はありませんが、ここの蕎麦はおいしいとのこと。是非！	2022-10-24
	8	[image: 『火事』（ 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁）]	『火事』（ 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁）	地震・火事・雷は恐ろしく、地震と雷は不可抗力であるが火事はまったく不可抗力ではない。といったことが述べられている。

お互いに注意をすれば火事を未然に防ぎ、もし起こったとしても被害を最小限に抑えられるという小さいことだがとても大切なことであると気づかされた。

この記事は以下から参照できます
#957 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)3頁	2021-12-14
	9	[image: 菱野愛宕山の祠]	菱野愛宕山の祠	　（書きかけ）
菱野区で大火事があったときに、京都の愛宕神社から火伏の神様を分けてもらってきて、ここに祀ったとのこと。
そのためか、この付近は愛宕山と呼ばれている。	2021-02-13
	10	[image: 火除欅]	火除欅	駐車場をぶらぶらしていると火除欅なるものがありました。看板を読むと、どうやらこの欅が、火事で舞ってきた火の粉が神社に入るのを防いだそうです。残念ながら幹全体は残っていませんが、切り株の太さから想像するに、とても立派な欅の木だったのでしょう。	2020-11-06
	11	[image: 雪国高田の雁木通り]	雪国高田の雁木通り	場所：新潟県上越市
雁木（がんぎ）とは、家の前に出した庇（ひさし）のこと。私の住む新潟県上越市では多い時には８メートル以上と昔から記録的な大雪が降るまちで、積雪時に道路を確保するために道路沿いの家々が庇を伸ばしたことで雁木通りができました。
雁木は高田を発祥に江戸時代からつくられましたが、火事の延焼を恐れて明治以降は減少しました。
しかし積雪量の多い高田地区には、現在も雁木が残っており、その長さは１６キロメートルにもなり日本一と言われています。
雪国だからこそ生まれたこの知恵を大切に今後も残していきたいと思います。	2020-05-25
	12	[image: 珍しい消火栓]	珍しい消火栓	消火栓というと、赤や白の箱で室内に設置されているものが多いと思いますが、これは私が住む地域内の外に設置されていました。なかなか見かけないものだと思い、注目しました。	2020-05-25
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